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要約 : 近年 中国から日本への乾および生シイタケの輸出は急増し ,**+年の日本への輸出量は乾シイタケ
3,+0/ t 生シイタケ -0,,3+tに達した 日本へのシイタケ輸出が急増した背景には 中国におけるシイタケ生
産技術の開発と普及に加えて 文化大革命後の農業政策の転換と経済開放政策による農山村地域の活性化が
大きく影響している 本報では 中国におけるシイタケ生産と政府の農業政策を分析し シイタケ生産の現
状と将来について考察した すなわち 生産責任制の導入 人民公社の解体 星火計画による先端技術導
入 そして 海外からの技術導入によりシイタケの品質向上が図られ 主に乾シイタケの輸出が増加した
これに加えて輸送施設の整備により日本への生シイタケの輸出が増加したしかし 条約により日本が
生シイタケについてセフガドの暫定措置を発動したことにより 国内のシイタケ経営は大きな影響を受
けた 今後の安定したシイタケ経営のために 輸出に依存した経営から 国内消費を拡大し出荷先を多角化
する販売戦略によるシイタケ経営の改革も必要である
キワド : 中国 シイタケ 生産 流通 農業政策

+ は じ め に
近年 乾および生シイタケの中華人民共和国 以下中国
と略称する から日本への輸出が増加し ,**+年の輸出量
を見ると乾シイタケは+31+年 +.3 tの約0,倍 3,+0/ t
生シイタケは +33-年 +/,++0 tの約 ,..倍 -0,,3+ tに増


























紀元 ,0/年	-+1年西晋の張 華 
博物誌に 江南諸
山群中 大樹断倒者 経春夏生菌 とあり これは木を
倒して子実体を発生させる人工栽培の最も古い記録と考え
られる 南宋 ++,1年	+,13年 時代には野生のシイタケ
は非常に珍重され 金と同等の価値を持っていた また
この時代に呉 三公により開発された人工栽培法が浙江省
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+3-*年代+3.*年代にかけて潘 志農が 四季栽培人工
種大全 を 李 師は 改良段木種法 を出版した
記録がある/この結果シイタケの種菌製造法原木栽培
技術が普及したと考えられる 当時の栽培方法は日本の田


































































タケ総生産量は 約 +,*万 tであり 乾シイタケについて
は 輸出量が約 +.,*13 tで そのうち日本向け輸出量が約
3,+.. tで輸出量の 0/を占めていたまた生シイタケに
ついては 輸出量が約 //,++, tで そのうち約 .*,10/ t
1. が日本に輸出されていた
乾シイタケ輸出状況を表 .に示す +32*年+32,年ま
での乾シイタケ輸出量は ++. tから 2-/ tで推移したが
+32-年には +,.33 tで +,*** tを上回り +32.年には 2,* t
と減少した その後 増減を繰り返し +33.年には最高の








中国の農業政策の変遷を表 /に示す 従来 中国におけ
る農業政策は 中華人民共和国設立後 人民公社を中心と
する集団的な農業経営が主体であった この政策は文化大





がった すなわち +312年の中国共産党第 ++期中央委員
会第 -回総会において 工業 科学技術 国防および農業
の .つの近代化 が提唱され これに基づき改革開放政策















る 包産到戸制度 や 生産ノルマを決めず農業税を納め
割当量を供出する 包幹到戸制度が大きな役割を担った












ぞれ 郷人民政府 鎮人民政府 が確立された また 人





が実施された +33/年から ,**+年の 1カ年間の 星火計
画のプロジェクトは大きく .つに分類されるすなわち
菌床材料の開発に係るもの .件 栽培方法に係るも








c 生産責任制 と 星火計画 の実施によるシイタケ
増産
中国のシイタケ生産において 生産責任制 と 星火計







化された +32*年以降と前年の +313年を比較すると +32*
年では約 ,..倍 2/ t +32+年では約 0.3倍 ,-1 tになっ
ている 一方 星火計画 が実施された +320年以降と前
年の +32/年との比較では +320年は約 +.,倍 1*1 t +322







た乾シイタケは +33*年以降 /万 tを越える生産量を示し


























+33+年には -- haの原木林等が造成されている2 また
福建省では 培地製造過程においてオガ粉に他の材料を添
加することで 原木 + m-を原料とするオガ粉からの収量
を従来の約 +*倍+/倍に増加させる技術を導入してい
る3 河南省泌陽県では 地域の気象条件にあわせた栽培





































































専門に取り扱う産地の 専門市場 と きのこ以外の食品















































生シイタケ換算で 日本の約 , kg年人の約 .*に当た





























きく影響していた すなわち +31*年代末の 生産責任制






































+ 張 寿橙頼 敏男 +33-香栽培歴史与文化上海科学
技術出版社 +	+-2.
, 中村克哉 +32- シイタケ栽培の史的研究 東宣出版
- 何 園素 +330 中国香 上海科学技術出版社 +.
. 呉 経倫 ,*** 中国香生産 中国農業出版社 +	2.
/ 中国情報局 : http : //searchina.ne.jp/area_guide
0 慶元県志編集委員会余緒 +330慶元県志浙江省人民出
版社 ,-/,--.
1 中国統計局 ,**+ 中国統計年鑑 ,***年版




http : //www.cef.com.cn ,**+年 ++
月 1日 福建省 穀殻代木 栽培食用菌
+* 野菜供給安定基金編 +331中国の野菜農林統計協会 -1.
中国におけるシイタケ生産に関する一考察 87
A study of shiitake mushroom production in China
From the viewpoints of production technology,
agricultural policy and marketing strategy
By
Cao BING*, Hiroshi UCHIYAMA** and Takazo SUGIURA***
(Received May ,0, ,**-/Accepted September ,., ,**-)
Summary : In recent years, the export of dry shiitake mushroom and fresh shiitake mushroom from
China to Japan has been increasing rapidly. The import quantity of dry shiitake mushroom in ,**+
for instance, reached 3,+0/ ton, while fresh shiitake mushroom reached -0,,3+ ton. The background of
the rapid increase of shiitake mushroom export from China is the great inﬂuence of such factors as the
development and popularization of shiitake mushroomproduction technology, activation of the
rural-mountainous village area according to the conversion of agricultural policy and economic open
policy after the Great Cultural Revolution. In this report, Chinese shiitake mushroom production
technology and the agricultural policy of the Chinese government are analyzed ; the present condi-
tion and future of Chinese shiitake mushroom production are clariﬁed. If can be considered that
export of dry shiitake mushroom has increased due to ‘responsible production system’, ‘policy for
breaking of the people’s commune’ and ‘spreading of high technology by xing-hou program’ that has
resulted in the increasing quality of shiitake mushroom.Another factor in the increase of exports is
that the transport system for export has been cmpleted in China. But Chinese shiitake mushroom
growers were damaged by the Japanese goverment safe guard of WTO. Thus, in order tostabilize
shiitake mushroom production, the establishment of the Chinese domestic market and the expansion
of domestic consumption of shiitake mushroom are necessary.
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